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学生等評価の改善状況報告書 

 

 

平成 27年 3月 27日 

 

 評 価 会 議 議 長  殿 

 

                                                        学 務 部 長 

 

 

 静岡大学における学生等による評価に関する基本方針に基づき、平成 24年度に実施され

た学生等による評価結果に係る改善事項について、平成 26年度の改善状況を次のとおり報

告します。 

 

改善事項 

学内情報周知の手段 

改善計画 

(1) 老朽化した学内掲示板の設備改善を行う。 

 ・タイマー付き照明の設置等も検討する。 

(2) 全学及び学部掲示板のカテゴリー管理の再確認を行う。 

 ・大学院生向けの掲示領域が適切に区画提供されているか照会し、適宜改善依頼を行う。 

 ・共通教育棟周辺の掲示板について、配置上調整すべき箇所がないか、学務部全体とし

て再確認を行う。 

(3) 学務情報システムのみによる通知を減らし、既存掲示板からも確認ができるよう関係

部署に通知文書を送付する。 

(4) メール送信環境の改善を行い、携帯電話のフィルタリングによる不達等が極力発生し

ないよう対策を講じる。 

 

実施時期（予定を含む）：平成２５年度中 

 ※共通教育棟周辺掲示板の教務課関係のものは、平成 25年度に新たに整理を行った。 

 ※(4)のフィルタリング対策は既に設定完了済み。 

改善状況 

(1)  老朽化した掲示板の更新、修繕について、経費の教室設備への優先的使用の必要性等

を勘案しつつ、特に危険な箇所について、背板の張替え等の対応を行った。 

共通教育Ｂ棟内の掲示板にタイマー付き照明を設置した。 

（６：３０～２２：００ 掲示板内の照明点灯／ピロティ内の屋内灯はこの時間帯で

一定照度以下の場合に点灯） 

(2)  各学部において、大学院生向けの掲示領域が設けられるよう、依頼し、実施状況を写

真により確認した。 



(3)  学務情報システムによる通知と、掲示板への掲示を併用して、情報提供を行うことと

し、実施している。 

達成年度（予定を含む） 

(1) 掲示板の照明については、対応済み。 

老朽化した掲示板への対応は、経費の教室設備等への優先的使用の必要性等を勘案し

つつ、必要な対応を行う。（継続的に対応） 

(2)～(4)  対応済み。 

 

 

改善事項 

サークル活動・課外活動に対して大学としての支援 

改善計画 

平成２４年度から、課外活動支援部会（部会長は、学生支援）を立ち上げ、年２回（５月、

１２月予定）実施している。 

委員として、体育会及び文化サークル連合の代表（学生）も入っており、各々の定例会（毎

月１回木曜日に実施）で、各部・サークルからの要望事項を取りまとめ、課外活動支援部会

の議題として取り上げている。 

また、学生生活課が日頃の業務内容などから、支援すべき事項を取り上げるようにしている。 

これらの内容等について、課外活動支援部会、学生生活課で確認したうえで、緊急性・優先

度の高いもの等から、順次実施することとしている。 

 

実施時期（予定を含む）：平成２５年度第１回課外活動支援部会（6/28実施） 

平成２５年度第２回課外活動支援部会（2/17実施） 

改善状況 

（１）各部・サークルからの要望事項（備品等）を、日ごろの活動状況等プライオリティを

つけたうえで支援した。 

（２）東西交流事業（静岡・浜松キャンパス間の学生交流バス支援）について、今年度より

静岡⇒浜松便も運行を開始した。（前年度までは浜松⇒静岡のみ運行） 

（３）公認サークル・部の活動場所・部室等の貸与状況について、調査を行い、とても十分 

な状況でないことが調査で判明したことから、建物整備の要望を提出した。 

設備についても同様に、設備マスタープランに提出した。 

 

課外活動支援部会（部会長は、学生支援）： 本年度（平成２６年度）は、物品要望以外、

学生からの特段の要望がなかったため、開催しなかった。 

達成年度（予定を含む） 

（１）26年度（ただし、毎年実施） 

（２）26年度 

（３）未定 

 


